
N。．289

毬
58年

編集と発行　白石市役所総務課・宮城県白石市字桜小路35 印刷　鈴木印刷所

　繋鳴、
》　　、、

〆
耀

　l　I』　　　　［

罵
汐

1議　　ぜ　　生・

　噂　　　臥～・
　　　　　　　　　～

　　　　　　　　　鮒1

一漁銀、、慶

　　　　　　　　　甲fゆ

　　　　　　　　肉理睡

『欝㌦

葺
．

’

3彰

噺
，
戸

　　廻　評
も凝見㌧・磐　嘱

、
．
搾

’

　糞

矯

、
』
掴

　　　　1峯　　　　　　Lジ　’卜

一
ノ

く
　墜

耳忌

7　．

　　　　　今月の主な内容
う一めん館オープン……………一・………・P2～F）3

シートベルト着用推進運動、しろいし夏まつリ

　　　　　　　　　　　　　　　・・P4～P5
税の相談・電話のエチケット，国保シリーズ（③、住居

表示………………・・9……一一……ゆ………P6～P7

トピ・ソクス、味自慢…………一・………・…P8～P9

4万人のひろば　地名アレコレ、市民文芸、わたしの

ケッサク………………・7……・…………・り・…P10～P11

おしらせ板、公民館だより…………………P12～P15

休日急患当番医、カメラニュース、人□の動き…P16

蝉

壽　　　　　　幽ジ　ヨ

粥イ聡

　　　　　水はいいな一

　青空が広がつた7月19日南保育園（園児数113名）

でこフ『一1し開きヤが行われました。

　本格的な夏を前にチビソコたちは、簡易フールやビ

ニールブールの中で水をかけあっておおはしゃぎ、各

クラスに分かれて水しぶきをあげ、さすがに水が気に

いったご様子でした。



　
　
　
　
　
白
石
市

　
　
七
月
八
日
、
代
表
的
な
地
場
産
業

、
．
う
ー
め
ん
、
こ
け
し
、
和
紙
を
一
堂

、
一
に
集
め
た
当
市
の
「
う
ー
め
ん
の
館
」

一
が
東
北
新
幹
線
白
石
蔵
王
駅
構
内
に

、
’
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
　
「
う
ー
め
ん
の
館
」
は
、
昭
和
五

、
、
十
六
年
に
当
市
が
国
の
地
域
経
済
振

ハ
興
推
進
地
域
に
指
定
さ
れ
た
の
に
伴

、
い
、
代
表
的
地
場
産
業
の
振
興
策
と

『
し
て
総
事
業
費
七
千
万
円
で
、
建
設

を
す
す
め
て
い
た
も
の
で
す
。

．
「
　
1
　
　
　
酌
ん
　
　
　
　
　
　
　
・
㍉
か
へ
．

温
麺
の
館
オ

　
床
面
積
約
三
百
平
方
甘
の
館
内
に

は
、
う
ー
め
ん
の
歴
史
的
手
延
べ
製

法
等
身
大
人
形
十
二
体
を
配
置
し
て

再
現
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
け
し
の
ふ
る
さ
と
と

し
て
毎
年
五
月
三
日
～
七
日
ま
で
白

石
市
民
会
館
に
お
い
て
開
催
し
て
お

り
ま
す
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク
ー
ル

の
入
賞
作
品
を
中
心
と
し
た
こ
け
し

等
一
千
本
が
飾
ら
れ
、
ま
た
古
く
藩

政
時
代
か
ら
引
継
が
れ
て
い
る
和
紙

プ
ン

の
製
品
も
陳
列
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
で
地
場
産
業
が
『
目
で
分
か

る
よ
う
に
な
り
“
観
光
の
目
”
と
し

て
の
役
割
が
大
き
く
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
う
ー
め
ん
の
館
は
、
午
前
九
時
か

ら
午
後
六
時
ま
で
開
館
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
釆
館
く
だ
さ
い
。
休
館
、

日
は
、
十
二
月
二
十
八
日
～
一
月
三

日
の
年
末
年
始
の
期
間
で
す
。

轍
館の

齢
麺

・
温

●お問い合わせ

　白石市商工観光課TE　LO2242（5）2111

臼石蔵王駅案内所TE　LO2242（4）5915
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日観光の目7月

地場産業の花形『う一めん』
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白
石

　
白
石
の
短
ケ
町
検
断
（
宿
場
の
取

締
）
を
つ
と
め
る
久
左
衛
門
は
、
胃

病
の
た
め
絶
食
す
る
こ
と
も
あ
り
、

衰
弱
が
ひ
ど
く
、
親
孝
行
な
浅
右
衛

門
を
た
い
へ
ん
心
配
さ
せ
ま
し
た
。

久
左
衛
門
は
麺
好
き
の
た
め
病
中
に

そ
う
め
ん
を
食
べ
た
い
と
訴
え
ま
す

が
、
医
者
は
、
そ
う
め
ん
に
は
油
が

使
わ
れ
、
消
化
に
悪
い
と
食
べ
る
こ

と
を
許
し
ま
せ
ん
。

　
油
を
使
わ
な
い
そ
う
め
ん
を
さ
が

し
求
め
ま
し
た
が
、
ど
こ
に
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
あ
る
時
、
雲
水
（
旅
の
僧
）
か
ら
油

㎜
う
ー
め
ん

3
，
，
一
づ
一
，
二
，
’
一

一

〆
’
醗
　

～
一
｛
、
■
’
　
ダ
’

興1

　　　＝　　『、　　』～
　『　一

、．瓶
ボ
’

躍暑ヂ…一

全日本こけしコンクール入賞作品

　
　
　
　
あ
由
来

を
使
わ
な
い
麺
の
あ
る
こ
と
を
聞
い

苦
心
の
末
、
油
を
使
用
し
な
い
麺
を

つ
！
、
る
こ
と
に
成
功
し
、
こ
れ
を
温

め
て
父
親
に
食
べ
さ
せ
ま
し
た
。

　
小
麦
粉
と
塩
水
だ
け
で
つ
く
ら
れ

た
こ
の
麺
は
、
口
ざ
わ
り
が
さ
わ
や

か
で
、
消
化
が
よ
く
、
滋
養
に
富
み

長
年
わ
ず
ら
っ
て
い
た
胃
病
も
た
ち

ま
ち
治
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
浅
右
衛
門
の
親
孝
行
な
温
か
い
心

を
賞
で
て
人
び
と
は
、
こ
の
麺
を
温

麺
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

た
浅
右
衛
門
は
、
そ
の
製
法
を
習
い
、

温繍簿

蕊瀬
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無審査工人コーナー

温麺の歴史的

手延べ製法　　　一

ロ
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　　つ一めん資料

温麺の歴史的手延べ製法
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頼
り
に
な
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　
　
面
倒
が
ら
ず
に
締
め
ま
し
ょ
う

　
運
転
免
許
を
持
っ
て
い
る
、
い
な

い
に
か
か
わ
ら
ず
、
十
人
の
う
ち
八

人
ま
で
が
、
交
通
事
故
の
際
の
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
の
効
果
に
つ
い
て
、
死
者

や
重
傷
者
を
少
な
く
す
る
の
に
「
役

立
つ
」
と
答
え
て
い
ま
す
（
総
理
府
・

世
論
調
査
）
。

　
し
か
し
、
そ
の
半
面
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
着
用
率
は
低
く
、
高
速
道
路

で
は
運
転
者
、
助
手
席
同
乗
者
と
も
、

約
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
｝
般
道
路
で

は
わ
ず
か
に
『
○
パ
ー
セ
ン
ト
台
と

い
う
の
が
実
情
で
す
。

　
「
わ
か
っ
て
い
る
け
ど
、
着
用
し
な

い
」
1
そ
の
理
由
を
み
ま
す
と
、

「
面
倒
だ
か
ら
」
が
最
も
多
く
、
次
い

で
「
き
ゅ
う
く
つ
だ
か
ら
」
「
わ
ず
ら

わ
し
い
か
ら
」
「
自
分
は
安
全
運
転

し
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
面
倒
だ
か
ら
、
わ
ず
ら

わ
し
い
か
ら
と
い
っ
て
、
一
つ
し
か

な
い
生
命
を
危
険
に
さ
ら
す
の
は
、

あ
ま
り
に
も
”
無
謀
”
と
い
え
な
い

で
し
よ
う
か
。

シートベルトの使用状況

　〔一般道路の場合〕

計

べ
知
　
ら

ト
を
い
乗

一
ト
な
に
い

シ
ル
ら
車
な

一
　
ル

シ
　
ベ

がない

ほとんど

（全⇔

使わない

ときど

き使う

いつも

使う

使う
当
　
数

該
　
者
【

69

66

14

　9

％
　
2
1

15

人
　
　
4
　
　
5

総　数〕

年6月調査

年2月調査

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
効
果

　
”
安
全
へ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
”
で
あ
り

“
命
綱
”
と
い
っ
て
も
い
い
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
効
果
を
、
こ
こ
で
も
う
一
度

見
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
衝
突
事
故
で
、
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス

や
車
内
の
突
起
物
に
、
頭
部
や
胸
部

を
強
打
す
る
こ
と
を
防
ぎ
ま
す

●
激
突
時
の
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
起

こ
る
車
外
放
出
を
防
ぎ
ま
す

●
転
落
時
に
は
、
シ
ョ
ッ
ク
で
気
絶

し
た
り
負
傷
し
た
り
す
る
こ
と
を
防

ぎ
、
自
力
で
脱
出
し
や
す
く
な
り
ま

す
●
体
が
し
っ
か
り
固
定
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
運
転
に
注
意
力
が
集
中
し
、

疲
労
が
軽
減
さ
れ
ま
す

　
夏
は
暑
さ
か
ら
く
る
心
身
の
疲
労

や
、
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
帰
省
の
機
会

も
多
く
な
り
、
例
年
、
交
通
事
故
が

増
加
す
る
季
節
で
す
。
こ
の
た
め
八

月
の
一
か
月
間
、
全
国
的
に
『
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
推
進
運
動
』
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
交
通
事
故
の
際
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

が
何
よ
り
も
有
効
な
”
命
綱
”
で
あ

る
こ
と
を
も
う
『
度
よ
く
考
え
、
ク

ル
マ
に
乗
る
と
き
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
着
用
を
徹
底
し
た
い
も
の
で
す
。

4
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空
き
缶
は
貴
重
な
資
源

　
『
年
間
に
、
わ
が
国
で
つ
く
ら
れ

る
ジ
ュ
ー
ス
、
ビ
ー
ル
な
ど
の
飲
料

缶
は
、
な
ん
と
百
億
個
。
ス
チ
ー
ル

缶
、
ア
ル
ミ
缶
、
ス
チ
ー
ル
と
ア
ル

ミ
の
”
混
合
缶
〃
の
三
種
類
で
す
が
、

こ
れ
ら
を
つ
く
る
の
に
約
四
十
万
ト

ン
の
鉄
と
、
三
万
ト
ン
余
り
の
ア
ル

ミ
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
の
製
造
原
料
は
も
ち
ろ
ん
、

製
造
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ

る
石
油
も
、
ほ
と
ん
ど
輸
入
に
頼
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
な
か
で
も
ア
ル
ミ
缶
は
、
電
力
の

か
た
ま
り
と
も
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
、

一
年
間
に
製
造
さ
れ
る
二
十
億
個
の

ア
ル
ミ
缶
を
つ
く
る
の
に
、
約
三
十

万
世
帯
の
家
庭
用
電
カ
一
年
分
に
相

当
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使
わ
れ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
半
面
、
ア
ル
ミ
缶
は
比

較
的
容
易
に
再
生
で
き
る
と
い
う
長

所
が
あ
る
の
で
、
回
収
し
た
空
き
缶

を
再
資
源
化
す
れ
ば
、
消
費
電
力
は
、

新
し
く
製
造
す
る
場
合
の
二
十
七
分

の
一
で
す
み
ま
す
（
ス
チ
ー
ル
缶
は

三
分
の
一
）
。

　
空
き
缶
は
”
価
値
あ
る
資
源
”
。
ポ

ィ
之
捨
て
な
い
で
、
分
別
収
集
な
ど

の
回
収
・
再
資
源
化
の
ル
ー
ト
に
の

せ
ま
し
よ
う
。

　
真
夏
を
彩
る
市
民
み
ん
な
の
ま
つ
り
”
市
制
三
十
年
記
念
し
ろ

い
し
夏
ま
つ
り
”
が
、
こ
と
し
も
八
月
十
三
・
十
四
・
十
五
日
の

三
日
問
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。

　
流
し
う
ー
め
ん
、
盆
お
ど
り
大
会
、
白
石
音
頭
パ
レ
ー
ド
、
全
白

石
カ
一
フ
オ
ケ
選
手
権
大
会
な
ど
、
だ
し
も
の
も
数
多
く
あ
り
ま
す
．

　
ま
つ
り
は
相
当
の
人
出
が
予
想
さ
れ
ま
す
．
み
ん
な
が
譲
り
合

い
、
協
力
し
合
っ
て
、
出
合
い
と
ふ
れ
あ
い
の
楽
し
い
ま
つ
り
に

し
ま
し
ょ
う
。
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鍋
甘
月
は
｝
適
路
蜘
冠

　
　
　
　
　
　
　
ま
も
る
月
間
で
す

　
八
月
は
道
路
を
ま
も
る
月
間
で
す
。

　
白
石
市
の
な
か
の
道
路
は
、
国
道

が
四
十
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
県
道
が

八
十
キ
ロ
メ
i
ト
ル
、
市
道
は
四
四

九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
合
計
五
七
一
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
公
道
と
農
道
や
里
道

な
ど
た
く
さ
ん
の
道
路
が
あ
り
ま
す
。

　
道
路
管
理
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
違
い

ま
す
が
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
生
活

道
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
道
路
を
安
全
で
快
適
な

道
路
環
境
を
保
持
す
る
た
め
交
通
安

全
施
設
等
の
点
検
と
整
備
道
路
の
正

し
い
利
用
と
道
路
愛
護
思
想
の
普
及

を
図
り
、
道
路
を
常
に
広
く
、
美
し

く
、
安
全
に
使
用
す
る
気
運
を
高
め

る
目
的
で
八
月
を
「
道
路
を
ま
も
る

月
間
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
運
動
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
ー
運
動
の
目
標
目

▼
道
路
環
境
の
整
備

▼
道
路
の
正
し
い
利
用
の
指
導

▼
道
路
愛
護
思
想
の
普
及

☆
推
進
標
語
☆

○
道
路
に
も
　
や
さ
し
さ
気
く
ば
り

　
思
い
や
り

○
伸
び
ゆ
く
道
路
に
　
ゆ
た
か
な
暮

　
・
b
し

夏まつり催し日程
〉盆おどり（駅前広場）⑬・⑭19時～21時

〉流しう一めん（中町・長町）⑭11時～16時

　　　　　　　　　　　⑯10時～15時
〉白石音頭パレード　⑭19時スタート

　　　　　　　　　⑮19時スタート

くパレードコース〉第一小～亘理町～長町～中町

　～駅前（⑭は本町、エコー会館前まで）

〉ふれ合い動物広場（長町）⑭・⑮9時～16時

〉全自石カラオケ選手権大会（本町・川井駐車場）

小人の部・大人の部　⑭11時～17時30分

〉自転車安全運転大会（本町）⑮10時～12時

〉白石物産即売会（駅前）⑭11時～16時

　　　　　　　　　⑮10時～15時
〉チビッコ相撲大会（中央公園）⑭13時～19時

ひその他　アーケードにミニ七夕かざり、氷の彫
撲
『

相
ア

コ
ッ
他

ビ
の
展

チ
そ
刻

レ
◇
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盤
施
設
紹

もト／
ノ

税
の
相
談
は

　
　
　
電
電
公
社
ミ
聞

－
遠
距
離
通
話
料

　
七
月
二
十
一
日
－
　
・
値
下
け

皿
ニ
ュ
ー
ス

〈
規
格
V
B
3
版
タ
テ
謝
、
り
×
ヨ
コ

ヘ
応
募
方
法
〉
作
品
の
裏
面
に
学
校

　
名
、
学
年
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

　
番
号
を
記
入
す
る
。
な
お
応
募
作

　
品
は
、
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

〈
応
募
締
切
〉
昭
和
58
年
9
月
1
0
日

〈
作
品
の
送
付
先
〉
〒
脚
　
仙
台
市

　
五
橋
三
－
二
－
一
　
東
北
電
気
通

　
信
局
　
文
書
広
報
課
　
児
童
画
コ

　
ン
ク
ー
ル
係
。

※
詳
し
く
は
、
白
石
電
報
電
話
局
営

業
課
費
五
－
二
〇
〇
〇
へ
ど
う
ぞ
。

6

メー‘

　1鮪1
彦あ，舞，狩

健康で明るい

老後を楽しむ

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
白
石
市

が
老
人
福
祉
法
第
十
五
条
第
三
項
に

も
と
づ
き
昭
和
四
十
七
年
四
月
に
設

置
し
た
施
設
で
、
運
営
に
つ
い
て
は
、

臼
石
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
管
理
を

委
託
契
約
し
て
お
り
、
利
用
者
に
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
憩
の
場
所
と

し
て
楽
し
い
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
利
用
　
市
内
六
十
歳
以
上
は
、
無

　
料
で
す
∩
．
（
日
帰
り
）
六
十
歳
以
下

　
の
方
は
百
円
で
す
。

　
宿
泊
は
、
市
内
の
方
↓
泊
二
食
付

　
三
干
円
（
但
し
五
日
以
内
）

　
超
音
波
循
環
式
の
特
殊
な
泡
風
呂

　
は
、
健
康
上
最
適
で
す
、
、

　
大
広
間
（
八
十
畳
）
は
、
舞
台
付

　
で
団
体
利
用
に
便
利
（
予
約
制
）
。

　
休
養
室
（
八
畳
亭
八
室
）
は
、
各

　
グ
ル
ー
ブ
の
談
話
、
休
養
に
楽
し

　
い
一
日
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
．
．
、

※
利
用
な
ど
詳
し
！
、
は
、
市
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
豊
五
ー
三
六
六
〇
へ
お

問
い
含
せ
く
だ
さ
い
。

電
話
で
お
気
軽
に

　
「
マ
イ
ホ
ー
ム
を
購
入
し
た
の
だ
が
、

住
宅
取
得
控
除
を
受
け
る
に
は
ど
ん

な
手
続
き
が
い
る
の
だ
ろ
う
か
」

　
「
パ
ー
ト
に
出
て
か
な
り
の
収
入
を

得
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
け
ど
、
税

金
は
ど
う
な
る
の
か
し
ら
…
…
」

　
「
贈
与
税
の
計
算
方
法
が
知
り
た
い

の
だ
が
…
…
」

　
こ
の
よ
う
に
、
税
金
に
つ
い
て
分

か
ら
な
い
こ
と
や
詳
し
く
知
り
た
い

こ
と
が
あ
る
と
き
は
、
お
気
軽
に
税

務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ぞ

れ
の
担
当
職
員
が
、
面
談
は
も
と
よ

り
、
電
話
に
よ
る
相
談
に
も
応
じ
て

い
ま
す
。

　
一
方
、
税
務
相
談
の
専
門
の
窓
口

と
し
て
全
国
十
二
の
国
税
局
に
「
税

務
相
談
室
」
が
、
主
要
都
市
に
あ
る

百
三
十
九
の
税
務
署
に
は
「
税
務
相

談
室
の
分
室
」
が
設
け
ら
れ
で
、
い
ま

す
。　

こ
れ
ら
の
税
務
相
談
窓
口
で
は
、

税
に
つ
い
て
豊
富
な
知
識
と
経
験
を

持
つ
相
談
官
が
「
正
し
い
税
知
識
で
，

適
正
な
納
税
を
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

納
税
者
の
皆
さ
ん
の
相
談
や
苦
情
に

応
じ
て
い
ま
す
。

胤

　
相
談
方
法
は
、
電
話
を
使
え
ば
手

軽
で
便
利
。
税
務
相
談
室
で
は
、
電

話
に
よ
る
相
談
を
「
テ
レ
ホ
ン
・
サ

ー
ビ
ス
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
現

在
、
相
談
の
約
八
割
は
電
話
に
よ
る

も
の
で
す
．

　
税
金
に
つ
い
て
の
相
談
は
、
全
国

ど
こ
の
税
務
相
談
室
で
も
で
き
ま
す

し
、
費
用
も
か
か
り
ま
せ
ん
。

　
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

仙
台
国
税
局
瑠
〇
二
二
二
ー
二
一

－
三
〇
〇
七
．
、

仙
台
国
税
局
税
務
相
談
室
仙
台
中

分
室
豊
〇
二
二
二
ー
二
七
ー
九
一

〇
三
．
H
一

今
月
十
七
日
の
定
例
相
談
も
ご
利

用
く
だ
さ
い
．
、

，徽③

＼
噂

1藩

　
脚
㎞
を
超
え
る
地
域
へ
の
遠
距
離

通
話
料
が
、
7
月
2
1
日
か
ら
値
下
げ

さ
れ
ま
し
た
．
、
こ
れ
に
よ
り
昼
間
料

金
は
鵠
秒
で
1
0
円
と
な
り
、
脚
番
申

込
通
話
料
は
、
3
分
姻
円
と
な
り
ま

す
Q

2
県
．
童
画
コ
シ
｛
〆
1
”
．

へ
対
象
、
小
学
生
低
学
年
（
丁
二
年
V

　
　
　
　
〃
　
中
学
年
（
三
・
四
年
）

　
　
　
　
〃
　
高
学
年
（
五
・
六
年
）

〈
テ
ー
マ
〉
「
未
来
の
電
話
」
、
「
わ
た

　
　
し
た
ち
の
町
の
電
話
局
」
．
．

電
話
は
ウ
社
会
の
窓
”

応
対
マ
ナ
ー
も

　
　
し
つ
け
の
一
つ

　
　
リ
ー
ン
と
電
話
の
ベ
ル
が
鳴
る

と
、
子
供
に
受
話
器
を
取
ら
せ
る

家
庭
が
七
二
％
ー
。

　
　
小
学
校
入
学
前
の
子
供
の
い
る

家
庭
を
対
象
に
し
た
電
電
公
社
の

調
査
に
よ
る
も
の
で
す
が
、
平
均

年
齢
が
五
歳
と
い
い
ま
す
か
ら
、

電
話
は
子
供
た
ち
の
世
界
に
抵
抗

な
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
い

え
ま
す
。
ま
た
、
小
学
生
は
平
均

し
て
週
に
三
回
電
話
を
か
け
て
い

ま
す
。

　
そ
う
し
た
半
面
、
身
に
つ
い
て

い
な
い
の
が
電
話
の
応
対
マ
ナ
ー
。

か
け
た
先
の
子
供
が
受
話
器
を
取

っ
た
も
の
の
、
ど
う
も
要
領
を
得

な
い
…
…
と
い
っ
た
経
験
は
～
度

な
ら
ず
、
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
夏
休
み
は
、
子
供
た
ち
が
家
に

い
る
こ
と
か
ら
、
電
話
に
出
る
機

会
も
多
く
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
電
話
の
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け

さ
せ
て
は
い
か
が
…
…
。
し
つ
け

の
一
つ
と
し
て
、
社
会
性
を
養
う

た
め
に
も
よ
い
の
で
は
な
い
で
し

よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胃
一
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
げ
㌧
F

　
　
　
　
　
　
懐
呂
救
2
，
」
、
、

　
　
　
　
　
、
範
、
拶

　＜国保シリーズ③＞

早期発見、早期治療を

　
病
気
は
早
い
う
ち
に
発
見
し
、
早

く
治
療
す
る
の
が
理
想
的
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
人
間
、
か
ら
だ
に
悪

い
と
こ
ろ
が
な
け
れ
ば
、
と
か
く
健

康
に
は
無
関
心
で
す
ご
し
が
ち
で
す
。

そ
の
無
関
心
の
問
に
病
気
は
ひ
そ
か

に
進
行
し
て
い
る
場
含
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
．

　
そ
れ
を
早
期
に
発
見
す
る
の
が
健

康
診
断
で
す
。

　
健
康
診
断
の
機
会
が
あ
っ
た
ら
、

お
っ
く
う
が
ら
ず
に
積
極
的
に
逃
が

さ
ず
う
け
る
よ
う
心
か
け
ま
し
ょ
う
．

中
年
す
ぎ
た
ら
、
一
年
に
｝
回
（
理
想

的
に
は
二
回
）
は
、
ガ
ン
の
検
診
や
成

人
病
の
検
査
は
う
け
た
い
も
の
で
す
。

衛
生
的
な
生
活
を
守
る
た
め
に
ガ

・
、
り
ご
み
の
散
乱
防
止

　
ご
み
の
散
乱
は
、
人
に
不
快
感
を

与
え
た
り
公
衆
衛
生
上
の
問
題
を
生

じ
ま
す
。
現
在
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
る
も
の
に
空
き
か
ん
が
あ
り
ま
す
．
、

　
空
き
か
ん
が
散
乱
す
る
主
な
場
所

は
、
一
般
道
路
や
そ
の
周
辺
、
市
街

地
の
広
場
や
公
園
、
川
原
等
で
す
。

　
空
き
か
ん
の
散
乱
を
防
ぎ
美
し
い

環
境
を
守
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
f
ア

の
人
達
が
美
化
運
動
や
空
き
か
ん
の

持
ち
帰
り
運
動
に
取
り
・
＼
ん
で
い
ま

す
。

　
ち
ら
ば
る
と
や
っ
か
い
な
空
き
か

ん
も
、
ま
と
ま
っ
て
い
れ
ば
資
源
と

し
て
有
効
に
再
利
用
さ
れ
る
の
で
す
。

　
空
き
か
ん
の
散
乱
を
防
ぐ
た
め
に

最
も
大
切
な
こ
と
は
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
こ
と

で
す
。

◇
し
尿
浄
化
槽
は

　
　
　
　
適
正
な
維
持
管
理
を

　
し
尿
浄
化
槽
と
は
、
水
洗
便
所
の

し
尿
や
生
活
雑
排
水
を
衛
生
的
に
処

理
す
る
た
め
の
装
置
で
す
。

　
し
尿
浄
化
槽
は
、
生
物
の
働
き
に

よ
っ
て
汚
水
を
処
理
す
る
装
置
な
の

で
、
正
常
に
機
能
さ
せ
る
た
め
常
に

適
切
な
維
持
管
理
が
行
わ
れ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
管
理
者
は
、
次
の
点
に
留
意
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
，

　
、
日
常
注
音
心
す
べ
き
事
項

　
④
便
所
の
使
用
後
き
ち
ん
と
水
を

　
　
流
す
。

　
⑬
便
器
の
掃
除
は
ぬ
る
ま
湯
で
行

　
　
い
、
塩
酸
等
の
劇
薬
を
用
い
て

　
　
洗
浄
し
な
い
。

　
◎
専
用
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

　
　
を
使
い
、
特
に
紙
お
む
つ
等
は

　
　
便
器
に
捨
て
な
い
よ
う
に
す
る
。

　
⑪
駆
動
装
置
や
ポ
ン
プ
設
備
は
常

　
　
に
動
か
し
て
お
く
。

　
⑤
消
毒
剤
が
絶
え
ず
補
充
さ
れ
る

　
　
よ
う
注
意
す
る
。
．

　
㊦
通
気
装
置
が
ふ
さ
が
れ
な
い
よ

　
　
う
注
意
す
る
。

　
◎
故
障
時
等
に
は
専
門
の
業
者
に

　
　
依
頼
す
る
等
に
よ
り
敏
速
に
対

　
　
策
を
講
ず
る
。

　
　
保
守
点
検
を
行
い
、
そ
の
結
果

　
　
に
基
づ
き
衛
生
セ
ン
タ
ー
に
清

　
　
掃
を
行
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば

　
　
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
通
常
の

　
　
使
用
状
態
の
場
合
、
最
低
限
必

　
　
要
な
保
守
点
検
回
数
は
表
の
と

　
　
お
り
で
す
。

　
　
定
期
的
に
水
質
等
の
検
査
を
受

　
　
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
、
専
門
業
者
に
頼
ん
で
定
期
的
に

三
、
浄
化
槽
に
つ
い
て
は
、
設
置
後
、

　　1日
スタ

　　卜

分離接触ばっき方式

分離ばっき方式
単純ばっき方式

全ばっき方式

＼
、
　
　
　
　 方式

　　＼＼
　　　＼＼
規模　　　　＼＼

4ケ月に1回3ケ月に1回下以人20

3ケ月に1回2ケ月に1回

2ケ月に1回1ケ月に1回

121人以上300入以下

単
　
独
　
処
　
理

検
査
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、

保
健
所
等
に
問
い
合
せ
、
直
ち

に
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
Q

　
昨
年
度
よ
り
進
め
で
、
い
る
寿
山
地

区
注
居
表
示
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
九
月
一
日
実
施
に
向
け
て
目

下
隼
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
住
居
表
示
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
実
施
区
域
の
住
民
の
皆
さ

ん
に
は
、
住
居
表
示
通
知
書
・
住
居

番
号
表
示
板
・
町
名
表
示
板
・
無
料

ハ
ガ
キ
ニ
十
枚
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
住
居
表
示
実
施
に
伴
う
諸
手
続
き

　
（
国
民
健
康
保
険
証
、
国
民
年
金
証

書
、
老
入
医
療
費
受
給
者
証
な
ど
の

住
所
変
更
届
け
出
等
。
）
の
説
明
会
を

八
月
中
旬
ご
ろ
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
住
居
表
示
が
実
施
さ
れ
た
区
域
内

で
九
月
一
日
以
降
に
建
物
を
新
改
築

し
た
時
や
家
屋
の
出
入
口
が
変
更
に

な
っ
た
場
合
は
、
市
役
所
都
市
計
画

課
庶
務
係
ま
で
届
け
出
て
正
し
い
住

所
を
使
用
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
届
け
出
を
し
な
い
で
間
違
っ
た

住
所
を
使
用
す
る
と
、
住
民
登
録
や

不
動
産
、
商
業
登
記
な
ど
の
訂
正
に

余
分
な
経
費
と
時
間
が
か
か
る
よ
う

に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
音
心
く
だ
き

　
住
居
表
示
に
つ
い
て
、
疑
問
な
点

や
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
都
市
計
画
課
庶
務
係
（
内
線
二
三

二
）
ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
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大野つる子さん（深谷）

　
　
　
　
　
　
お
　
好
　
み
　
焼
き

　
　
【
材
料
】
　
（
四
人
分
）
　
　
　
　
　
な
大
き
さ
に
切
る
。

　
キ
ャ
ベ
ツ
中
半
分
、
豚
こ
ま
肉
㎜
　
③
小
麦
粉
・
卵
を
大
き
な
ボ
ー
ル
に

9
、
い
か
励
9
、
ち
く
わ
（
ま
た
は
　
と
い
て
お
く
。

か
ま
ぼ
こ
）
二
本
、
玉
ね
ぎ
一
ケ
、
長
④
材
料
全
部
を
小
麦
粉
の
ボ
ー
ル
に

ね
ぎ
一
本
、
に
ん
じ
ん
4
0
9
、
か
つ
　
入
れ
、
か
つ
お
節
、
と
ろ
ろ
を
す
っ

お
ぶ
し
一
パ
ッ
ク
、
と
ろ
ろ
い
も
㎜
　
て
全
部
ま
ぜ
る
。
そ
れ
を
サ
ラ
ダ
油

9
、
小
麦
粉
一
カ
ッ
プ
、
サ
ラ
ダ
油
、
を
ひ
い
た
鉄
板
で
焼
い
て
マ
ヨ
ネ
ー

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
ソ
ー
ス
、
卵
一
ケ
。
　
ズ
と
ソ
ー
ス
を
混
ぜ
た
た
れ
で
食
べ

　
【
作
り
方
】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
あ
ま
り
焼
き
す
ぎ
な
い
よ
う
に

①
キ
ャ
ベ
ツ
、
に
ん
じ
ん
、
玉
ね
ぎ
　
し
、
と
ろ
ろ
は
多
め
の
方
が
お
い
し

は
線
切
り
に
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
い
。
あ
た
た
か
い
う
ち
、
に
食
べ
る
。

②
長
ね
ぎ
、
そ
の
他
の
材
料
は
適
当

鴎
自
鷹

訪間販売

トラブルが

増えています

消
費
者

か
し
こ
い

服
鴛
曙
調

器
を
点
検
し
ま
す
。
こ
の
消
火
器
は

期
限
が
切
れ
て
い
ま
す
の
で
、
新
し

い
も
の
と
取
り
替
え
て
く
だ
さ
い
」

と
高
い
値
段
で
買
わ
せ
ら
れ
る
な
ど

訪
問
販
売
に
よ
る
苦
情
が
よ
く
あ
り

ま
す
。

　
消
防
署
や
消
防
職
員
で
は
、
消
火
－

器
の
販
売
は
し
ま
せ
ん
の
で
ご
周
知
“

く
だ
さ
い
。

台風の大きさ、強さの表現

大きさの分類

程度
酔
ご

ご

ン
ご型

中　型1な　み）

大　型（大きい〉

超大型（非常に大きいナ

1000ミ　IIノ、一ノレ

の等圧線の半径

100km未満

100～200末満

200～300未満

300～600未満

600以上

強さの分煩

階　級

弱　い

な　．み

強　い

非常にゴ虫い

猛烈な

中心気圧

990ミリバール以上

960～989

930－959

900～929

900未満

消費生活モニター調査結果
調査日：昭和58年7月1日　白石市

品 名 銘柄　規格

1渓1三藩桧瓢ヒ驚聯罪
1．砂　　糖上自糖　 1kg

4．小　菱
5、食　パ
6．マーガリン1ソ

．粉晦ゴ1kg
ン1並　食　　1片

7
一
8
一
9

牛

バ　　タ

　　　フ　ト　　225g
多1庵り1，000QC

一1カルトン入り　225g
子臼為ペー・マー1400枚（200組）紙箱入り

10・ラ　　ッ　　プ1幅30cm長さ20m（一巻）

11，

12。

13．理

プロノぐンガス　1 10m’

カレーライス

　　髪

並 皿

料1小学生調髪（洗髪を含む）

牲、をマ舷剛亟纏斥葡トカ・

婁暑憂噛菩義

18。A重油1召現金

最高値
280

525

580

230

150

215

230

398

170

248

5，200

450

1，500

6，000

1，600
1．600

165

123

go

最
、 低値

238

418

500

185

140

163

200

375

145

130

4，800

400

1，300

4，500

1．476
1。4，6

150

106

80

平均値
256

450

540

208

141

193

222

386

155

206

4，993

437

1，425

5，050

1，550
1，578

154

111

85

前月平均価格

253

450

540

210

141

192

230

386

153

210

4，993

437

1，418

5．150

1，553

1，584

157

115

87

責揃月騰比

1，2

01△

1．1）

△1．0

1，0

△1．0

0，5

△1．9
　0．2
　1，∩

△1．0

△1，0

△1．0

備 考

上昇品目：砂糖、小麦

粉、マーガリン、テf

ツシユペーパー、理髪

料

下降品目：牛孔、ラッ

プ、バーマネン畔斗、

灯油、レギユラーガソ

リン、軽油、重油

†黄ばい品目：しょう2由、

天ぷら油

9

瓢…貿ヤ恥藩墜零、・看　、

　　　　　　　　　　糠蕪緒

唾㌦卑、　　毎
　　　新しいプールで初泳ぎ

　　　　　　　　　　○一大平小プール完成

　大平小学校（中村哲雄校長、児童数213人）のプー

ルが完成、7月18日にf寺望のプール開きが行われまし

た、。プールは従来の簡易プールと比べて見違えるほど

で、アルミ合金板、25㍍の5コースなど新しい設備に

なり、総事業費約3千2百41万8千円で完成しました。

　プール開きでは、白石中水泳部8人にょる模範水泳

のあと、低学年からプ一ルで初泳ぎを行い、児童たち

は、「本格プールで全員泳げるように」と「夏休み中1、・

っぱい泳ぎたい」などと張り切っていました。

ド 饗昌’

じ』響！ぞ『澤奪・．螺ぎ塵r・

　　　　一足早く七夕祭り

○一第一幼稚園

　7月6日第一幼稚園（園児数178人）の七夕祭りが

一足早く行われました。祭りでは、園児たちの小さな

願いごとをしたためた、手f乍りの七夕飾りを舞台に配

して、動物のお面をかぶったチビッ子たちが歌や踊り

を披露しました。この日は年少のすみれ、たんぽぽ、

ちゅうりっぷぐみの園児たちのお祭りで、にぎやかな

一日の最後はお母さんたちから子供たちに手作りの人

形をプレゼントされて、大喜びでした。

わだい

　　　　・！㍉・魅讃ヂ　軸

．　裾孤．
軒・1一、　　　嘉い　　　　　・幸　　　　勺蔭

　　　　全国大会へ
　　　　　　　○一白石バレーボールクラブ

　7月18日宮城県バレーボール協会主催の9人制クラ

ブカップバレーボール大会が村田町体育館で行われま

した。大会に出場した臼石バレーボールプラブは、準

決勝中田クラブを2－0で圧勝、決勝戦では、大河原

体協に2－0のセットカウントで栄冠を勝ち取りまし

た。優勝した白石クラブは8月26日～29日京都市で開

催される全日本クラブカッブ選手権大会に出場するこ

とになり、昨年に引き続く2年連続の出場。同クラブ

は、会長山田宜さん会員40名で来年でクラブ創立20年

を迎えるチームです。全国大会の健闘をお祈り1、ます。

義

家庭一明るい青少年＝地域

几
≦
昏
曽
蕎
ま
｛
・
繋
石
瑠
彗
』
麗
慧
卸

逗

　　　　　　　　　　　　　　○一中央公民館

　7月19日、「明るくたくましい青少年を育てよう」の

大会スローガンを掲げた白石市青少年非行防止推進大

会が、中央公民館で開催され、約200人が参加しました。

大会では、白石中の飯沼史彦君、矢内弓子さん、木須

丈仁君、佐藤洋美さんによる少年の主張々海外視察を

して感じたこと．．があ『）、「ものを大事にしたい」など

の意見を発表。パネルディスカッションのあと、大会

宣言かなされました。白石市の次代を担う青少年を

健全に育成するため、みんなで話し合いをすすめまし
ょう。
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－
．

［

　
　
　
　
　
δ

た
よ
ら
れ
る
病
院
へ

　
刈
田
病
院
長
に
就
任

菊
田
　
豊
さ
ん

登市

場民

　
前
病
院
長
急
逝
の
た
め
、
こ
の
ほ
ど
第
十
六
代
公
立
刈
田
綜
合
病

院
長
に
就
任
し
ま
し
た
医
学
博
士
菊
田
豊
さ
ん
（
東
北
大
学
医
学
部

卒
四
十
八
歳
、
白
石
沖
一
六
四
番
地
）
口
。

　
開
業
医
を
父
に
持
つ
福
島
市
出
身
の
菊
田
先
生
は
、
九
年
前
、
岩

手
県
立
北
上
病
院
か
ら
刈
田
病
院
に
内
科
医
長
と
し
て
招
か
れ
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
、
＼

◎
，

．
－
β

腰
鵬

』
》

た
。

　
自
石
は
「
沢
端

川
は
き
れ
い
だ
し

雄
大
な
蔵
王
連
峰

の
山
並
み
と
お
い

し
、
う
ー
O
先
、

こ
ん
な
と
こ
ろ
に

魅
力
を
感
じ
ま
す
」

と
に
っ
こ
り
Q

　
病
院
の
運
営
に

つ
い
て
、
地
域
住

民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
医
師

の
確
保
．
（
し
尿
器

科
、
眼
科
の
専
任
医
師
）
に
努
力
し

た
い
、
事
務
処
理
に
は
、
コ
ン
ヒ
ュ

ー
タ
ー
を
導
入
し
、
待
ち
時
問
を
な
く

す
対
応
を
早
急
に
考
慮
し
た
い
、
な

ど
病
院
職
員
↓
致
協
力
、
人
の
和
を

大
事
に
し
な
が
ら
“
地
域
医
療
”
に

お
け
る
住
民
の
健
康
第
↓
を
大
切
に

し
た
い
と
憤
極
的
な
意
見
と
抱
負
を

少
な
い
運
営
も
あ
り
、
一
層
の
充
実

に
関
係
機
関
に
ご
協
力
を
要
請
し
た

　
昨
年
創
立
百
年
を
迎
え
た
歴
史
あ

る
病
院
づ
く
り
は
、
こ
れ
か
ら
迎
え

る
高
齢
化
社
会
に
対
応
で
き
る
立
派

な
病
院
を
目
指
し
遭
進
し
た
い
と
控

え
め
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
・

“
二
入
三
脚
々
で
一
層
努
力
し
た
い

と
話
し
て
，
・
れ
ま
し
た
．

　
菊
田
先
生
の
健
康
法
は
、
「
早
寝
早
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

述
べ
て
く
れ
ま
し
た
、
、
　
　
　
　
　
矧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
刈
田
病
院
は
、
C
T
ス
キ
ャ
ナ
を
　
継

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卿

は
じ
め
最
新
医
療
機
器
も
導
入
レ
。
れ
　
｝

て
お
り
、
ベ
ッ
ド
ス
ク
ー
ル
な
ど
数
　
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
墨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
温

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
匹

起
き
」
タ
バ
コ
は
、
十
五
年
前
か
ら
弟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ

吸
わ
な
い
．
身
曳
う
で
す
。
平
凡
な
心
が
　
蔚

け
と
太
り
過
ぎ
を
警
戒
し
て
の
食
事
醸

の
注
意
に
心
が
け
て
い
る
と
の
こ
と
。
　
’

　
最
後
に
対
外
的
に
は
、
事
務
長
と
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
声

　
弟
神
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
だ
と
伝

　
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
神
は
朝
鮮

　
半
島
系
の
神
だ
と
い
う
説
も
あ
る
。

　
だ
か
ら
熊
野
神
社
の
一
番
も
と
は

　
出
雲
国
（
島
根
県
）
熊
野
に
あ
っ

　
た
熊
野
神
社
で
出
雲
大
社
よ
り
恪

　
の
高
い
神
様
だ
っ
た
と
い
う
。
こ

　
の
神
社
と
な
ら
ん

　
で
紀
州
（
和
歌
山

ぜ．
　
熊
野
信
仰
は
古
く
か
ら
あ
っ
た
。

ボ

・
熊
野
神
社
の
ご
神
体
は
わ
が
国
の

㌍
祖
先
神
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
カ
ミ
の

鍋“蔚継恥轟漉励焔ゆ楠岬

県
）
能
川
野
川
に
沿

う
て
本
宮
・
，
新
宮

及
び
那
口
の
熊
野

三
社
が
昔
か
ら
知

ら
れ
て
い
る
。
今

日
で
は
熊
野
と
い

え
ば
紀
州
熊
野
と

い
う
よ
う
に
な
つ

た
。
こ
れ
は
一
つ

に
は
平
安
時
代
以

後
、
歴
代
の
天
皇

地名アレコレ

　　⑳

　
が
よ
く
こ
ニ
ヘ
参
詣
さ
れ
た
二
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
わ
む
み
ね
そ
ハ
ン
ん

　
や
、
熊
野
本
宮
の
奥
の
大
峰
山
に

修
行
場
を
構
え
た
熊
野
修
験
（
山

　
伏
）
が
全
国
各
地
に
熊
野
信
仰
を

　
弘
め
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
高
野

　
山
や
京
に
近
い
の
で
佛
教
と
結
び

　
つ
い
た
た
め
、
僧
侶
の
手
で
も
弘

　
ま
っ
た
．
、
そ
の
上
、
こ
の
神
社
で

■
発
行
す
る
熊
野
争
翌
紙
へ
紙
の
一

　
面
に
熊
野
の
お
使
い
で
あ
る
三
本

肩
2

足
の
か
ら
す
の
模
様
が
朱
色
裕
捌

っ
て
あ
る
）
が
必
ず
武
家
の
起
講

文
へ
誓
書
）
に
使
用
さ
れ
た
二
と

に
も
熊
野
の
名
を
弘
め
る
の
に
役

立
っ
た
．
、
さ
ら
に
日
本
人
の
笛
｛
子

で
一
番
多
い
鈴
木
と
い
う
姓
の
氏

神
が
熊
野
神
社
で
あ
る
と
い
う
こ

と
か
ら
、
鈴
木
姓
の
あ
る
と
こ
ろ

熊
野
神
社
が
祀
ら
れ
た
た
め
で
も

あ
ろ
う
。
現
在
全
国
の
熊
野
社
は

　
　
　
　
　
　
三
千
以
上
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
い
わ
れ
て
い
る
、
》
　
・
・
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10働く婦人の家Cl
遜夏休み母と子の料理教室

　お子さんも簡単にできるピラフ

風と食後には洋風的なクッキング

を実習しますので、ご参加くださ

いo

＞募集人員　母と子30人

〉日時　8月9日（火）9時30～12時’

〉受講料　無料

〉材料費　実費個人負担

レ講師　畠つね先生

〉申込み　8月6日まで働く婦人

　の家費5－5095へどうぞ。

鋼一日陶芸教室
＞日時　8月10日（水）10時～13時

〉募集人員　20名

＞受講料　無料
F〉材料費実費個人負担

〉講師　阿部雅子先生

〉持参するもの　ぞうきん、エプ

　ロン、スプーン（プラスチック

　でも可）

〉申込み　8月6日まで働く婦人

　の家暦5－5095へどうぞ。

璽地域米の和食料理講習会

　地域住民に密着した米の消費拡

大活動の一端として働く婦人の家

では、「米食」を中心とする日本型

食生活の話し合いと地域米を使用、

　しての料理講習会を開催しますの

で、ご参加ください。

〉募集人員　30人

1レ日時　8月25日午前10時～12時1

　　　　　　　　　　　　　　　　〉受講料　無料　　　　　　　　　1

1〉材料費　500円　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　l
》講師　畠つね先生　　　　　　l

》申込み　8月20日まで働く婦入

1　の家費5－5095へどうぞ。

　ノ　セ
ゲ　ρ　⇔

’3

圏昭和58年山火事予防

　　　　標語の募集

　緑の森林は、国土を保全し、飲

料水や工業用水等をたくわえ、住

宅用材や紙その他の原材料を供給

するほか心の安らぎと憩いの場を

提供してくれるなど、私たち国民

の生活に欠かすことのできないい

くつもの大切な役割を果たしてい

ます。山火事防止を広く普及する

ため次により標語の募集を行ます。

〉主催　財団法人　林野弘済会

〉応募資格　中学校、高等学校を

　除く一般人。

〉締切期間及び作品送付先

　昭和58年8月31日　（当日消印有

　効（〒112東京都文京区後楽1

　丁目7番12号・林友ビル6階

　財団法人　林野弘済会あて

〉作成要領　山火事予防に関する

　標語、山火事の恐ろしさとこれ

　の予防及び森林資源の確保等を

　強く表現したもの。

①応募方法　郵便はがきに1人

　　標語1句と、住所、郵便番号

　　電話番号、氏名（ふりがなを

　　っける。）をはっきり書いてく

　　ださい。

　　作品は、1人1句とし、創作

　　に限ります。

〉その他　応募作品の著作権は主

　催者に帰属。応募作品は返還し

　ません。

※詳しくは、農林課林務係（内線

　223）へお問い合せください。

噸自衛官募集

〉応募資格　18歳～25歳未満の男

　子（来春高校を卒業予定の学生

　も受験できます。）

〉待遇　初任給96，200円（衣食住

　は無料または貸与）

　定期昇給年1回、賞与年4．9ヵ月

　分、その他諸手当あり。

〉身分保障　特別職国家公務員

＞応募の相談　市民課または大河

　原募集事務所費02245－3－2185

　までどうぞ。

　　暮らしの学習会

　　くらしの中の塩分

　　　　　　　を考えよう

　最近、塩分のとりすぎ、糖分の

とりすぎなどの問題が起っていま

す。わたしたちの身近なめん、パ

ン、漬物などに予想以上の塩分が

含まれているようです。健康に直

接むすびつくこれらの食品の塩分

のテストを行い、今後の食生活上

の参考にしていただきたいと思い

ます。

〉日時　8月10日（水）10時30分～14

　時

〉場所　中央公民館

〉主催　大河原地方県事務所、白

　石市

レ募集人員　30名（定員になり次

　第しめ切らせていただきます〉

〉受講料　無料

〉講師　宮城県消費生活センター

　指導検査課長　石川隆秀氏

＞申込み　白石市消費生活相談係

　内線162へお申し込みください。

幽地区対抗八レーホール大会

〉日時　8月7日午前9時開会

〉会場　白石中学校体育館

〉規定　各行政区ごとにチームを

　編成し、男女混合の9人制。（皮

　ボール使用）

〉主催　白石市バレーボール協会

※詳細は、バレーボール協会事務

局一条宅（費5－8616）までお間

い合せください。

　白石川フェスティバル

　白石川の清流を守る運動も今年
で5年目を迎えます。真夏の空の
下、健全な遊びを通じ、自然に触
れてみませんか。

》日時　8月7日（日）午前9時より

〉場所　白石大橋下流（西堀）

〉催し物　魚の手づかみ1午前・
　午後2回）、川遊び、模擬店、工

　作コーナー、宝さがし
レ主催　白石川フェスティバル実
　行委員会

公民館だより

翻蔵王清掃登山
　自石市新県民生活運動協議会と

中央公民館では、8月7日（日）新生

活運動の一環として蔵王清掃奉仕

作業が行われます。

　みなさん、大自然をいつまでも

美しく保ちましょう。

騨子ども会ソフトボール大会

　子ども会活動の普及および拡充

強化を図る目的に「子ども会ソフ

トボール大会」を開催します。市

民のみなさんのあたたかい声援を

まっています。

〉日時　8月28日（日）雨天の場合

　9月4日に順延します。

團磨トまつり

　7月24日開催されました白石市

健康まつり球技大会は、白石中学

校を会場に各地区代表選手による

熱戦が繰りひろげられま1七。家

庭バレーボールについては「鷹巣

チーム」、ソフトボールは「郡山チ

ーム」がそれぞれ優勝いたしました。

くソフトボール〉　〈バレーボール〉

一位　郡山　　　　一位　鷹巣

二位　本郷第4　　二位　小原

三位　大鷹沢　　　三位　柳町

〃　越河　　　　　〃　深谷

翻白石地区敬老会

　明治、大正、昭和の三代にわた

る歳月を社会のためにつくされ今

日の繁栄を築いてこられた方々の

ご功績に対して敬意と感謝を捧げ

るとともに長寿のお祝いを申し上

げるため次により「敬老会」を開

催します。

》日時　9月14日休）午前10時

〉場所　市民会館

レ対象者’明治41年9月15日以前

　に生まれた方、なお対象者には

　通知を差し上げます。

　　　宮城県公民館大会

　7月15日、第29回宮城県公民館

大会が白石市中央公民館で開催さ

れました。大会の主旨は、生涯教

育を推進する公民館が果たすべき

今日的役割の重要性を自覚し、当

面する諸問題の研究討議を通じて、

公民館の管理運営と事業活動の展

開方策を探究し、もって公民館の

振興発展を期するためで、会場に

は、県内の関係者ら300人余りが

出席。大会行事では、地元市史編

さん委員の風間観静氏による「奥

羽列藩同盟始末」と題した記念講

演の後、3つの分科会にわかれ討

議などが行われました。

夏休み図書館を
　　　ご利用ください

，囲！手うくり絵本　　　　　　、

　　　　　　　侮品募集

1　県図書館では、世界にたった一・

冊しかないあなたの「手づくり絵1

本」を募集しています。作品は市・

、図書館に9月13日（火）までお送りく1

ださい。

〉住所　亘理町37－1厭6－3004一

〉作品の展示　宮城県図書館を会：

　場に10月24日～10月29日の期間’

ノ　展示されます。　　　　　　　、

・鯉子どもの本屡示会

　図書館では、600冊の沿すすめし1

たい本の展示を行います。今回は・

、「戦争と平和」をテーマにした児1

一童文学などで、入場無料です。

，レ期日　8月6日、8日、9日、、

　10日。

　　　図　書　館

一　夏季開館時間を延長いたします」

一〉期間　7月25日（日）～8月12日（水ジ
け　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メ

・〉時間　午前9時～午後6時

1〉休館日　毎週日曜日、月末
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児童扶養手当現況届

　＝お忘れなく＝

　児童扶養手当・特別児童扶養手

当を受けている方は、毎年1回、

現況届を提出しなければなりませ

ん。今年も次により受付けします

ので、お忘れなく。

　なお、該当者には、封書で通知

いたします。

〉受付期間　8月11～9月10日

〉受付場所　市役所市民課

原爆死没者の慰霊益びに

平和祈念の黙とうにツ．㌔て

　8月6日、8月9日の両日は、

原子爆弾投下38周年の日にあたり

ます。この日を迎えるにあたり広

島市及び長崎市では、この日に原

爆死没者の霊を慰め、併せて世界

恒久平和の確立を祈念するため平

和祈念の黙とうをささげることに

しております。

　つきましては、市民のみなさま

も、この両日この趣旨に賛同され

職場及び各家庭で敬けんな黙とう

をささげていただくようお願いし

ます。

☆黙とうをささげる日時☆

○広島市　8月6日出原爆投下時

　刻の午前8時15分から1分間

○長崎市　8月9日肉原爆投下時

　刻の午前11時2分から1分間

ノ5

金融機関が8月から
　　第二土曜日休業
　銀行法などの改正により、8月

13日から銀行、郵便局など、すべ

ての金融機関が毎月1回、第2土

曜日に休業することになりました。

　金融機関窓口で市税などを納め

る方は、ご注意ください。

国民年金
福祉年金を受Uてく、・る方は

　　言正書を手超出しまし、よう

　福祉年金を受けているみなさん、

今月は「国民年金証書」を提出す

る月です。

　県では、毎年1回、福祉年金を

受けてお』られるみなさんや、みな

さんの配偶者・扶養義務者の方の

前年の所得額などを調査すること

になっています。

　この調査の結果は、みなさんか

ら出していただいた証書に記入し

て、のちほどお知らせいたします。

　万が一、国民年金証書の提出が

遅れますと、12月支給分の福祉年

金が受けられないこともあります

ので、8月11日以降年金の支払い

を受けましたら、市役所市民課国

民年金係または各出張所・分室に

福祉年金、証書を提出してください。

　なお、提出時期については、市

役所より本人に通知いたします。

　　国道1醤号
　　　時間通行規制

　七ケ宿ダム建設工事に伴う国道

付替工事は、順調に進み、昭和58

年8月19日12時をもって七ケ宿町

字小梁川地内より小原字石前地内

までの3．7㎞区間について新道切

替のはこびとなりました。

　今後は、ダム本体工事の現場部

分へ着手することから心発破作業ミ

が継続されます。

　一般国道113号は、七ケ宿町字

橋場（材木岩）附近において、ダ

ム建設工事に伴う発破作業のため

下記時刻で毎15分間の全面通行止

となります。迂回路がありません

ので、通行止時刻を避けるか、待

時間を考慮するなどのご協力をお

願いします。

〉期間　昭和58年8月19日から昭

　和60年11月30日まで

》通行止時刻

昼10：20～10135
　　11：50　～　12：05

　　15二〇〇　～　15二15

間16：30～16：45
夜間　19：05～19＝20

白川地区で8月1日から

午後5時にサイレン

　自川地区では、8月1日か

ら毎日午後5時にサイレンが

鳴りますので、お知らせしま

す。これは地域ぐるみによる

青少年の非行防止の一環とし

て、子供たちに帰宅するよう

呼びかけるためなどのもので
す。
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i委麟騰懸1
’市内の史　　　ガイドブツケ

ち」ガイドブック（ポケット　’

版）を発刊しました。ガイド　1
　　　　　　　　　　　　　ノ
ブックは、写真入りで史跡な　！

　　　　　　　　　　　　　ノどを分かりやすく解説してい，

ます。希望する方は、市教委1
　　　　　　　　　　　　　ノ
で600円（郵送料実費）で頒布’

しますのでお申し込みくださ　ノ
　　　　　　　　　　　　　ノ
い。詳しくは、市教委社会教1

　　　　　　　　　　　　　ノ育課（内線411）へどうぞ。　1

　　　　　　　　　　　　　ノ

騙緑か丘宅地分譲

　　　　購入希望者募集
　宮城県住宅供給公社では、緑が

丘宅地分譲の希望者を次により募

集しています。

》団地名　白イi寿山第4団地

〉所在地　白石市緑が丘地内

〉募集数　112区画

〉1区画当りの面積
　167．31㎡～495．8311f

レ1区画当りの価格

　3，890，000円～11，510，000円

〉申込み期問　昭和59年3月末日

　〔ただし、日曜・祭日と土曜日

　の午後は除く）まで。

レ申込み場所と用紙配布先

　白石市役所建設課住宅係または

　宮城県住宅供給公社（智仙台61

　－6161）までどうぞ。

☆戦没者妻、特別給付金等支給法改正に伴う受付日

　7月号「おしらせ板」に掲載し

ました上記特別給付金の受付を次

により実施しますので、お知らせ

します。

〉持参するもの　印鑑、世帯全員

　の住民票写し、公務扶助料、遺

　族年金証書写、前回の特別給付

　金の国庫債券。

受付日及び時闇

8〆19時～12時

〃　13時～16時

8／29時～12時

〃　13時～16時

8／39時～12時

ク　13時～16時

8／49時～161専

8／5　9目寺～16日寺

8、／69時～12時

8！89時～16時

8／99時～16時

手糸売きあ易戸斤

越河公民館

斎川公民館

大平公民館

大鷹沢公民館

白川公民館

小原公民館
臼石市健康・ヒンケー内

福祉事　務所

行　政　　区　　名

越河全地区

斎川全地区

大平全地区

大鷹沢全地区

白川全地区

小原全地区

福岡全地区

南町、田町、本町　中町、長町
亘理町　短ケ町、薪町

鷹巣、上郡山、郡山、小下倉

西益岡、中益岡、東益岡、清水小路
寿町、柳町、本郷1、2、3、4

全地区／都合で、できなかった方〉

鰯市制施行30年記念

　　　　　　　作文募集

　市制施行30年を記念して小・中

　高校生から作文を募集すること

になりました。その要領は、次の

とおりです。

①市内小・中学生

○市制施行30年のあとをふりかえ

るとともに、より明るく住みよい

豊かな自石の建設を目指す希望や

夢、未来像等、この趣旨で各学校

の指導により400字詰原稿用紙2

枚～4枚程度、9月来日まで在学

校へ提出。

②高校生（市内3校）

○市制施行30年を回顧反省し、21

世紀を迎えんとしている自石市の

発展躍進、個性と魅力に満ちた地

方都市としての将来像を自然、人

間、歴史、文化、産業等の視点か

ら考察展望し、清新にして創造的

な見解を述べる。この趣旨で、題

名自由、400字詰原稿用紙5枚以

内、9月末日まで在学校へ提出。

③白石在住高校生（市内3校以外

　の高校生）

　（②と同じ要領により、住所、氏

名を記して9月末日まで市役所秘

書企画課（内線326）へ提出また

は郵送のこと。〒鰯一〇2白石市字

桜小路35番地　臼石市役所秘書企

画課宛。

麟在宅心身障害（児）者
　七ッ森希望の家宿泊訓練

　実施に伴う参加者募集

　家庭の中にとじこもりがちな子

どもに仲間を持たせ、日常生活の

あり方や機能訓練の糸口をみつけ

させるよい機会ですので、ご参加

ください。

レ期日　8月18～20日（2泊3日）

〉場所　大和町吉田字童子沢21

　　　　宮城県七ッ森希望の家

レ申込み　準備の都合上8月6日

　まで福祉事務所（内線139）へ。

※その他詳しくは福祉事務所にお

問！、』合せ・1ださい。
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癩感鳶蕪黙み
休日急患当番医

　　　　　　　　　　　ノてはじヌ

謡磐森・、露誰

　　　　ただ今特訓中

　宮城県消防操法大会が8月2日
岩沼市で開催されますが、ポンプ
車操法一白石分団7名（分団長大
庭儀兵衛）小型ボンプ操法一越河

分団6名（分団長佐藤一時）の団
員が出場することになり、連日

　ミ特訓ヤを行っています。

　　　　　　　　　　　　『ゆやノ¢

　　　　　　　　　　　　　㊦》
　　　ト

　　　　　　　　　ず

月日

8／7
14

21

28

内 科

筥医院（5〉2410

加藤（司）医院（5）2001

引地医院（5）2036

柿崎医院（5）2210

外 科

加藤（大）医院（5）4710

刈田病院（5〉2145

堤医院（5）1181

刈田病院（5）2145

溺鰹嶽n響甥
　　　　修繕奉仕作業

　白石建設職青年会1会長日下和
推さん）は、このほど市内9カ所
の保育園と第二児童館の修繕奉仕
作業を行いました。修繕には、会
員20名が携わり、ドアのとってや、
戸レー1レ、柵などを慣れた手つき

で修繕。腕のさえを見せました。

※都合により変更になる場合もあります。

談
相談区分

入権擁護

相　　談

行政相談

生活相談

高齢者
職業紹介

社会保険
相　　談

罐・「」灘玩一豊，

　　　　　　　　　　　　　　盈

　　　一4

縣葬　　．
・～　　　ン“　ご一し　　7、・導
r‘・諦轍　　　　　　　ザ
、む響蓄、な㌧↓婿塾聯ん

　　　　記念植樹
　7月14日、益岡公園で「筒易保
険・郵便年金資金運用再開30周年
記念植樹」が行われました。植樹

では、著菜郵便局長らの手で約4
mの高さの「アオモリトドマツ」
が植えられました。資金は、地方
公共団体への融資を通じ役立って

います。

　　　　　　　　　　　　魍＾口し㍉動気

税務相談

消費生活

相　　談

補聴器
巡　　回
サービス

婦人相談

無料法律

相　　談

相談日

17

17

17

5・25

2・16

15

閥土
ず

10100～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

10：00～

　12：00

10100～

　14：00

9：30～

　15：00

場　　所

白石市役所

2階相談室

全　　上

全　　　上

健康センター

2階相談室

健康センター

2階相談室

白石市役所

2階相談室

内 容

結婚、離婚、遺産相

続、階地借家、雇傭、

差別待遇問題等

国や県、市など役所
の行う仕事について
困っていることや希
望等

市民の日常の生活上

の困りごと

60歳以上の方の職業

斡旋

健康保険、船員保険、

厚生年金など

8月は休みます。

応
途

17

島
木

　
週
加

　
毎

リオン11・26

トリオ　8一

91、
／ホニ

17

17

10：00～

　15：00

13：00～

　14100
11：00～

　12：00

10：00～

　12：00

10：00～

　15：00

10：00～

　15：00

白石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

市民会館

自石市役所

白石市役所・

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内φ人間関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り

ごと
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